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   文部科学省が調査対象として抽出した，国・公・私立学校（原則として，本体調査を実施
する学校）の以下の学年の児童生徒 
  【小学校調査】小学校第 6学年，特別支援学校小学部第 6学年 
  【中学校調査】中学校第 3学年，中等教育学校第 3学年，特別支援学校中学部第 3学年 
 
（２）調査事項 
  ① 教科に関する調査〔国語，算数・数学〕 
    国語，算数・数学はそれぞれ「主として『知識』に関する問題」（※1）と「主として
『活用』に関する問題」（※2）を出題。 
     ※1：身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活において不可欠
であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能など 
     ※2：知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想を立て実践
し評価・改善する力など 
  ② 児童生徒に対する質問紙調査 
    教科に関する調査の問題に関わる質問紙調査を実施。 
 
（３）調査実施日 




   調査対象者の在籍する国・公・私立学校全体から，95%信頼区間，誤差±2.5%以内となる
よう学校を抽出。（悉皆調査で実施した平成 21 年度全国学力・学習状況調査の結果を勘案。） 
＊問題冊子は各教科 2 冊子作成。各学校は，国語又は算数・数学のいずれか 1 教科・1 冊
子を 1単位時間（小学校 40 分・中学校 45 分）で実施。 
 
 問題冊子 集計対象児童生徒数 調査を実施した学校数 
小学校
 
国語Ⅰ 2,936 人 55 校 
国語Ⅱ 2,960 人 55 校 
算数Ⅰ 2,845 人 55 校 
算数Ⅱ 3,036 人 55 校 
中学校
 
国語Ⅰ 5,405 人 60 校 
国語Ⅱ 5,736 人 60 校 
数学Ⅰ 5,809 人 60 校 
数学Ⅱ 5,796 人 60 校 







































































































































































○ ○ 74.6 0.5
１０ ○ 5･6エ ○ ○ 84.9 0.8
１１ ○ 5･6オ
5･6
















































































































































































































○ ○ 58.5 0.5
７ ○ 5･6エ ○ ○ 84.5 0.2















○ ○ ○ 66.4 5.2





○ ○ ○ ○ 19.1 4.8














































○○ ○ 93.8 2.3






























































































































0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
10.0問 / 14問 71.0% －























































































１ ○ 3A(5)イ ○ ○ 91.3 0.1
２ ○ 4A(5)ウ ○ ○ 92.1 0.9
３ ○ 5A(4)カ ○ ○ 94.2 0.7






○ ○ 90.1 0.6
６ ○ 4A(5)ウ ○ ○ 64.4 1.0
７ ○ 3B(1)イ ○ ○ 21.8 2.1






○ ○ 74.9 0.7
１０ ○ 5D(4) ○ ○ 92.7 0.6
１１ ○ 5D(3) ○ ○ 53.2 4.8
１２ ○ 2C(1)イ
4D(2)
ア ○ ○ 69.0 1.0
１３ ○ 4B(1)イ
4D(2)
ア ○ ○ 91.0 1.5
１４ ○ 4B(1)イ ○ ○ 77.7 6.6
１５ ○ 4D(2)ア ○ ○ 53.0 4.3
１６ ○ 3A(4)ウ ○ ○ 68.3 2.5
１７ ○ 2B(1)ア
4D(2)
























































































































































１ ○ 3A(2)イ ○ ○ 93.2 0.1
２ ○ 5A(3)イ ○ ○ 93.1 0.2
３ ○ 5A(4)オ ○ ○ 76.4 1.2
４ ○ 4D(2)ア ○ ○ 66.7 0.3
６ ○ 5B(1)ア ○ ○ 71.0 3.9
７ ○ 5C(1)アウ ○ ○ 70.4 0.3
８ ○ 5C(1)アウ ○ ○ 58.2 0.8
９ ○ 5C(1)アウ ○ ○ 50.9 0.5
１０ ○ 4D(1)ア ○ ○ 97.3 0.3
１１ ○ 4D(2)ウ ○ ○ 49.2 2.4
１２ ○ 5D(3) ○ ○ 71.3 1.0
１３ ○ 5D(3) ○ ○ 22.9 2.9
１４ ○ 4B(1)アイ
4D(2)
ア ○ ○ 54.8 7.5
１５ ○ 4B(1)アイ
4D(2)















































































































































12.6問 / 17問 73.3% －
9.6問 / 15問 63.1% －
最頻値
15問
児童数 平均正答数 平均正答率 平均正答率の95％信頼区間 中央値 標準偏差
10問
74.6% 13.0問 3.2



















































































































１ ○ ２(１)ウ(ｲ) ○ ○ 39.8 28.7
２ ○ ２(１)ウ(ｲ) ○ ○ 79.7 6.5
３ ○ ２(１)ウ(ｲ) ○ ○ 61.8 3.2
４ ○ ２(１)ウ(ｱ) ○ ○ 86.7 2.8
５ ○ ２(１)ウ(ｱ) ○ ○ 66.4 4.3
６ ○ ２(１)ウ(ｱ) ○ ○ 81.0 7.4
７ ○ １(１)イ(ｳ) ○ ○ 55.3 0.6
８ ○ １(１)イ(ｳ) ○ ○ 61.2 0.5
９ ○ ２(１)イ(ｱ) ○ ○ 90.9 0.6
１０ ○ １(１)イ(ｳ) ○ ○ 93.9 1.1
１１ ○ ２(１)ア(ｲ) ○ ○ 84.9 2.2
１２ ○ １(１)ア(ｱ) ○ ○ 85.9 2.1
１３ ○ １(２)イ ○ ○ 98.5 0.4
１４ ○ ２ウ ○ ○ 66.8 4.7
１５ ○ １ア ○ ○ 84.5 4.8
１６ ○ １エ ○ ○ 58.1 0.6
１７ ○ １ウ ○ ○ 72.1 0.5
１８ ○ １エ ○ ○ 80.0 1.0
１９ ○ ２ウ
１
ウ ○ ○ ○ ○ 47.4 8.8


































































































































































１ ○ ２(１)ウ(ｲ) ○ ○ 73.5 9.9
２ ○ ２(１)ウ(ｲ) ○ ○ 71.4 6.5
３ ○ ２(１)ウ(ｲ) ○ ○ 80.1 1.8
４ ○ ２(１)ウ(ｱ) ○ ○ 97.4 0.6
５ ○ ２(１)ウ(ｱ) ○ ○ 54.0 1.7
６ ○ ２(１)ウ(ｱ) ○ ○ 97.3 0.9
７ ○ １(１)イ(ｳ) ○ ○ 50.3 0.8
８ ○ １(１)イ(ｳ) ○ ○ 97.3 0.2
９ ○ １(１)イ(ｳ) ○ ○ 87.5 0.4
１０ ○ ２(１)イ(ｱ) ○ ○ 77.5 0.4
１１ ○ １オ ○ ○ 71.2 0.7
１２ ○ １オ ○ ○ 75.9 4.2
１３ ○ ２オ ○ ○ 54.2 0.5
１４ ○ ２ウ ○ ○ 61.2 3.0
１５ ○ １イ ○ ○ 55.8 0.5
１６ ○ ２イ ○ ○ 80.7 0.7
１７ ○ ２イ ○ ○ 38.6 16.9
１８ ○ ２ウ
２
ウ ○ ○ ○ ○ 64.1 20.8
１９ ○ １エ ○ ○ 79.2 2.4
２０ ○ ２ウ
２




























































































































15.0問 / 21問 －
14.3問 / 20問 －
平均正答率の95％信頼区間 中央値 標準偏差
15.0問 3.8
































































































１ ○ １(1)ア,エ ○ ○ 84.2 2.8
２ ○ １(2)イ ○ ○ 89.9 4.5
３ ○ ２(1)ア ○ ○ 88.5 3.4
５ ○ ２(2)ア ○ ○ 72.6 0.7
６ ○ １(1)イ ○ ○ 91.8 1.5
７ ○ １(2)イ ○ ○ 80.6 0.6
８ ○ １(2)ウ ○ ○ 52.8 0.3
９ ○ ２(2)ア ○ ○ 82.1 0.4
１０ ○ ２(1)ア２(2)イ ○ ○ 29.0 0.6
１１ ○ １(1)ア ○ ○ 33.3 0.8
１２ ○ １(1)エ ○ ○ 60.3 11.7
１３ ○ ２(1)イ ○ ○ 60.4 0.6
１４ ○ １(1)ア ○ ○ 49.8 1.2
１５ ○ ２(1)ア ○ ○ 56.1 8.7
１６ ○ １(1)イ ○ ○ 83.9 7.9
１７ ○ １(1)イ ○ ○ 39.5 6.9
１８ ○ ２(1)イ,ウ ○ ○ 83.0 8.0
１９ ○ ２(1)イ,ウ ○ ○ 50.9 20.6
























































































































































１ ○ １(1)ウ ○ ○ 73.0 1.5
２ ○ １(2)エ ○ ○ 66.6 0.3
３ ○ １(3)イ ○ ○ 64.9 0.4
４ ○ １(3)ウ ○ ○ 39.4 16.9
５ ○ ２(2)ウ ○ ○ 72.2 8.9
６ ○ １(1)ア ○ ○ 87.1 0.3
７ ○ １(2)ア ○ ○ 94.7 3.0
８ ○ ２(1)ア ○ ○ 85.3 0.3
９ ○ ２(1)イ ○ ○ 74.2 0.3
１０ ○ ２(2)ウ ○ ○ 48.8 0.5
１１ ○ １(1)イ ○ ○ 64.8 0.5
１２ ○ １(1)エ ○ ○ 49.8 0.9
１３ ○ ２(1)イ ○ ○ 57.4 0.7
１４ ○ ２(1)ウ ○ ○ 61.3 1.6
１５ ○ １(1)ア ○ ○ 55.0 14.6
１６ ○ ２(1)イ,エ ○ ○ 53.6 1.8
１７ ○ ２(1)イ,エ ○ ○ 29.6 25.9
１８ ○ ２(2)イ,ウ ○ ○ 61.0 21.8











































































































































13.3問 / 20問 －
11.8問 / 19問 －
平均正答率の95％信頼区間 中央値 標準偏差
12.0問 4.6










































































































（Ａ:45 問，Ｂ:19 問） 
  
※ Ａ･･･主として「知識」に関する問題，Ｂ･･･主として「活用」に関する問題    
【３ポイント以上高い問題の例】 
（主として「知識」に関する問題） 
・ 中学校国語 ： 相手に応じて表現を工夫して案内文を書くこと【Ｐ30 参照】 
＜Ｈ22：62.0% → 66.8%（＋4.8 ポイント）＞   
（主として「活用」に関する問題） 
・ 小学校算数 ： 条件を変えた複数の図形で，面積が等しいことの理由を 
言葉や式や図を用いて説明すること【Ｐ25 参照】 
＜Ｈ19：68.1% → 77.7%（＋9.6 ポイント）＞   
・ 中学校数学 ： 事柄が一般的に成り立つ理由を説明すること【Ｐ37 参照】 
＜Ｈ21：41.7% → 50.9%（＋9.2 ポイント）＞   
【３ポイント未満の変化の問題の例】 
（主として「活用」に関する問題） 
・ 中学校国語 ： 調べたことを発表する際の資料の提示の仕方を工夫し， 
その方法を具体的に説明すること【Ｐ32 参照】 
＜Ｈ22：47.0% → 47.4%（＋0.4 ポイント）＞   
【３ポイント以上低い問題の例】 
  （主として「知識」に関する問題） 
・ 小学校算数 ： 平行四辺形の面積を求めること【Ｐ23 参照】 
＜Ｈ20：85.3% → 79.9%（－5.4 ポイント）＞    
※ 過去の調査とは，平成 19～22 年度の全国学力・学習状況調査（59 問）のほか，平成 15 年度の教育課程実施状況調査 














































があるものの，正答率の上昇が見られる。【Ｐ37 参照】  



































































































９ 上記以外の解答 19.5 24.6






９ 上記以外の解答 30.8 38.0



















































































１ 条件①，②，③を満たしているもの 60.3 45.3 ◎
２ 条件①，②は満たしているが，条件③は満たしていないもの 0.3 1.0
３ 条件②，③は満たしているが，条件①は満たしていないもの 8.5 9.6
９ 上記以外の解答 16.4 21.6




































































１ ８×６ と解答 48 と解答しているもの 79.8 85.2 ◎
２ 底辺×高さ などと解答 48 と解答しているもの 0.1 0.1 ○











56 と解答しているもの 0.0 0.1
無解答
７ ８×６÷２ と解答 24 と解答しているもの 4.4 2.1
９ 上記以外の解答 6.6 2.7










































解 答 類 型 正答
25年度 19年度
（注意）番号の順序は問わない。









４ ２ が含まれているもの 17.2 17.4
９ 上記以外の解答 0.8 0.7



























解 答 類 型 正答
25年度 19年度
１ １ と解答しているもの 3.3 3.8
２ ２ と解答しているもの 2.2 3.5
３ ３ と解答しているもの 91.0 88.2 ◎
４ ４ と解答しているもの 1.6 2.8
９ 上記以外の解答 0.4 0.5


































２ ①，②，③，④のすべてを書いているもの 10.4 8.9 ◎
３ ①，②，④を書いているもの 28.5 28.0 ○
４ ②，③，④を書いているもの 0.8 1.2 ○
５ ②，④を書いているもの 21.4 22.1 ○
６ すべての白い部分の面積が39㎡になることを書いているもの 0.0 0.0 ○







９ 上記以外の解答 6.0 9.8













































１ 条件①，②，③を満たして解答しているもの 66.8 62.0 ◎
２ 条件①，②を満たし，条件③を満たさないで解答しているもの 4.8 5.5
３ 条件①，③を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの 4.9 5.8
４ 条件②，③を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの 14.9 15.2
９ 上記以外の解答 3.9 2.7










































１ １と解答しているもの 5.6 5.7
２ ２と解答しているもの 7.5 8.5
３ ３と解答しているもの 5.9 5.8
４ ４と解答しているもの 80.0 79.6 ◎
９ 上記以外の解答 0.0 0.0
























































１ 条件①，②，③，④，⑤を満たして解答しているもの 47.4 47.0 ◎
２ 条件①，②，③，④を満たし，条件⑤を満たさないで解答しているもの 0.3 0.7
３ 条件①，②，③，⑤を満たし，条件④を満たさないで解答しているもの 20.4 19.7
４ 条件①，②，④，⑤を満たし，条件③を満たさないで解答しているもの 3.4 2.1
５ 条件①，③，④，⑤を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの 0.0 0.0
６ 条件①を満たし，条件②，③，④，⑤を満たさないで解答しているもの 7.0 7.4
９ 上記以外の解答 12.7 13.4









































































１ ８８ と解答しているもの 83.0 86.0 ◎
２ ６６ と解答しているもの 0.1 0.2
９ 上記以外の解答 8.9 9.1








































１ ４（＋１） (a)，(b)の両方を記述しているもの 20.7 10.2 ◎
２ (a)，(b)のどちらか一方を記述しているもの 10.9 9.4 ○
３ (a)，(b)の両方を記述していないもの 1.2 2.5 ○
４ (a)，(b)の記述に誤りがあるもの 2.4 2.7
５ ４＋４ (c)，(d)の両方を記述しているもの 0.4 0.4 ◎
６ (c)，(d)のどちらか一方を記述しているもの 17.7 19.1 ○
７ (c)，(d)の両方を記述していないもの 13.3 25.6
８ (c)，(d)の記述に誤りがあるもの 3.6 5.2
９ 上記以外の解答 9.2 7.6









































１ ア と解答しているもの 7.1 7.6
２ イ と解答しているもの 64.7 58.8 ◎
３ ウ と解答しているもの 10.6 14.0
４ エ と解答しているもの 6.6 8.7
５ オ と解答しているもの 7.8 9.4
９ 上記以外の解答 0.0 0.0
０ 無解答 3.3 1.5
-40-
分析結果と課題
○ 本設問は，平成21年度調査【中学校】数学Ｂ２(3)（正答率58.8％）と同一の問題である。
今回の調査では，正答率は64.7％（＋5.9ポイント）となっており，依然として「説明を振
り返って考え，文字式の意味を読み取ること」に課題があるものの，正答率の上昇が見ら
れる。
○ 誤答については，２段目の２つの数に偶数が含まれるものを選択した解答類型１，３の
反応率を合わせると17.7％である。前回の調査（21.6％）に比べ，－3.9ポイントとなって
おり，文字式から具体的な数を捉えられない生徒や，２＋１や２＋３がともに奇数を表
していると捉えられない生徒が減少していると考えられる。
解答類型４，５の反応率を合わせると14.4％である。前回の調査（18.1％）に比べ，
－3.7ポイントとなっており，本問で例示された２段目の数を基に判断した生徒が減少して
いると考えられる。
他の解答類型の反応率や無解答率に大きな変化がないことを踏まえると，これらのこと
が，正答率の上昇につながったものと考えられる。
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